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労
働
委
員
会

も
始
ま
る
の

で
、
先
生
方

の
ご
意
見
を

い
た
だ
い
た

う
え
で
、
し

っ
か
り
と
対

応
し
て
参
り

た
い
。
よ
ろ

し
く
お
願
い

申
し
上
げ

る
」と
述
べ
、

国
会
の
関
係

で
退
席
さ
れ
た
。

続
い
て
、
公
務
の
関
係
で
出
席
が

か
な
わ
ず
、
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

寄
せ
た
自
見
は
な
こ
参
議
院
議
員

は
、「
日
頃
か
ら
の
先
生
方
の
ご
支

援
に
よ
り
、
八
月
の
第
二
次
岸
田
改

造
内
閣
の
人
事
に
お
い
て
、
内
閣
府

大
臣
政
務
官
を
拝
命
し
た
」
と
述
べ

た
う
え
で
、
医
療
・
介
護
・
福
祉
分

野
に
お
け
る
物
価
上
昇
へ
の
対
応
を

は
じ
め
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
報
告
を

す
る
と
と
も
に
、
電
子
処
方
箋
、
オ

ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
、
こ
ど
も
家
庭

庁
な
ど
、
今
後
の
取
り
組
み
へ
の
抱

負
を
述
べ
た
。

日医連 常任執行委員会を開催

挨拶する松本委員長

松
本
委
員
長
お
よ
び
羽
生
田
参
議
院
議
員
な
ら
び
に 

自
見
参
議
院
議
員
挨
拶

日
医
連
は
、
十
月
十
八
日
、
松
本

吉
郎
委
員
長
の
議
事
進
行
に
よ
り
、

常
任
執
行
委
員
会
を
開
催
し
た
。

は
じ
め
に
、
挨
拶
に
立
っ
た
松
本

委
員
長
は
、「
本
日
の
議
事
は
、『
本

年
度
の
活
動
方
針
』、『
次
期
参
議
院

議
員
選
挙
』、『
第
二
十
六
回
参
議
院

選
挙
に
お
け
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結

果
』
で
、
日
本
医
師
連
盟
に
と
っ
て

非
常
に
重
要
な
案
件
も
あ
る
の
で
、

ご
協
議
、ご
承
認
を
い
た
だ
き
た
い
」

と
述
べ
た
。

次
に
、
羽
生
田
た
か
し
参
議
院
議

員
が
挨
拶
に
立
ち
、「
八
月
の
第
二

次
岸
田
改
造
内
閣
の
人
事
に
お
い

て
、厚
生
労
働
副
大
臣
を
拝
命
し
た
。

担
当
は
、
労
働
、
福
祉
、
年
金
等
で
、

現
在
議
論
に
あ
る
医
師
の
働
き
方
改

革
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
省
労
働
基

準
局
と
医
政
局
と
の
共
同
作
業
に
よ

り
行
っ
て
い
る
。
私
が
担
当
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
し
っ
か
り
と

皆
さ
ま
方
の
ご
意
見
を
拝
聴
し
な
が

ら
進
め
て
参
り
た
い
。
ま
た
、
厚
生

挨拶する羽生田参議院議員

　日本医師連盟は、10月18日に新型コロナウイルス感染症対策を踏まえ、対面
とテレビ会議の併用で常任執行委員会を開催した。「本年度の活動方針」、「次
期参議院議員選挙」、「第26回参議院選挙におけるアンケート調査結果」につい
て、審議、報告を行った。

本
年
度
の
活
動
方
針

議
事
に
入
り
、「
本
年
度
の
活
動

方
針
」
に
つ
い
て
、
松
本
委
員
長
は

次
の
よ
う
に
説
明
し
た
。「
一
点
目

と
し
て
、
政
府
与
党
と
の
普
段
か
ら

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
深
化
、

私
ど
も
の
考
え
を
正
確
に
お
伝
え
し

ご
理
解
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
政
治

家
の
先
生
方
の
お
考
え
も
拝
聴
し
、

双
方
向
の
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
」。

二
点
目
は
、
日
医
連
の
さ
ら
な
る

組
織
体
制
の
強
化
を
挙
げ
、「
日
医

連
と
都
道
府
県
医
師
連
盟
、
郡
市
区

医
師
連
盟
と
の
連
携
を
深
め
る
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
日
本
医
師
会
員
、

日
本
医
師
連
盟
会
員
の
増
加
な
ら
び

に
自
民
党
員
の
獲
得
、
こ
の
三
つ
の

活
動
を
一
体
的
に
展
開
し
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
た
い
。
折
し
も
、

自
由
民
主
党
の
組
織
運
動
本
部
長
の

小
渕
優
子
衆
議
院
議
員
が
来
館
さ

れ
、自
民
党
と
の
密
な
連
携
の
強
化
、

そ
し
て
自
民
党
員
の
獲
得
に
向
け
て

の
協
力
要
請
が
あ
っ
た
」
こ
と
な
ど

を
述
べ
た
。

次
期
参
議
院
議
員
選
挙

次
に
、
次
期
（
第
二
十
七
回
）
参

議
院
議
員
選
挙
に
つ
い
て
、
松
本
委

員
長
は
、「
令
和
七
年
七
月
に
行
わ

れ
る
。
候
補
者
の
そ
の
後
の
活
動
展

開
等
を
考
慮
す
る
と
、
比
例
代
表
に

組
織
内
候
補
者
を
擁
立
す
る
た
め
に

は
、
選
挙
の
二
年
前
と
な
る
来
年
の

夏
ま
で
に
は
候
補
者
を
選
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
こ
と
を
説
明
し
た

う
え
で
、「
次
期
参
議
院
比
例
代
表

選
挙
に
お
い
て
、
日
本
医
師
連
盟
の

組
織
内
候
補
者
を
擁
立
す
る
」こ
と
、

候
補
者
の
選
出
に
つ
い
て
、
資
料
１

「
国
政
選
挙
等
の
候
補
者
選
考
基
準
」

お
よ
び
資
料
２
「
参
議
院
比
例
代
表

選
挙
候
補
者
選
出
要
領
」
の
規
定
に

則
り
、「
公
募
に
よ
り
実
施
す
る
」

こ
と
の
二
点
に
つ
い
て
審
議
し
、
二

点
と
も
承
認
さ
れ
た
。
な
お
、
本
件

に
つ
い
て
は
、
来
年
一
月
十
七
日
に

開
催
予
定
の
執
行
委
員
会
で
も
諮 挨拶する自見参議院議員

（
２
面
へ
）
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り
、
機
関
決
定
し
た
後
、
公
募
の
手

続
き
を
進
め
る
と
の
説
明
が
あ
っ

た
。

第
26
回
参
議
院
選
挙
に
お
け
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

参
議
院
選
挙
に
お
け
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
に
つ
い
て
、
釜
萢
敏
常
任
執

行
委
員
か
ら
協
力
へ
の
謝
意
お
よ
び

調
査
結
果
の
説
明
が
な
さ
れ
た
。
都

道
府
県
医
師
連
盟
の
回
答
率
は

一
〇
〇
％
、
郡
市
区
医
師
連
盟
の
回

答
率
は
六
九
・
二
％
。
詳
細
に
つ
い

て
は
、
調
査
結
果
を
十
月
下
旬
に
都

道
府
県
医
師
連
盟
な
ら
び
に
郡
市
区

医
師
連
盟
宛
に
送
付
し
た
。

常
任
執
行
委
員
・
参
与
か
ら
の
主
な
意
見
等

主
な
意
見
と
し
て
、「
郡
市
区
医

師
会
長
は
、
二
期
ぐ
ら
い
で
代
わ
る

こ
と
が
多
い
た
め
、
参
議
院
選
挙
が

初
め
て
の
経
験
と
な
る
場
合
が
あ

る
。
三
年
ご
と
に
参
議
院
選
挙
が
あ

る
と
い
う
こ
と
を
医
師
会
組
織
の
行

事
と
し
て
意
識
づ

け
る
必
要
が
あ

る
」、「
選
挙
に
お
い

て
重
要
な
の
は
候

補
者
だ
と
思
う
。
一

月
に
公
募
で
、
七
月

に
選
考
と
い
う
の

は
非
常
に
難
し
い
。

し
っ
か
り
準
備
す

る
必
要
が
あ
る
」
な

ど
が
出
さ
れ
た
。

最
後
に
「
そ
の

他
」
と
し
て
、
松
本

委
員
長
か
ら
、「
羽
生
田
参
議
院
議

員
よ
り
、
厚
生
労
働
副
大
臣
と
の
兼

職
が
か
な
わ
な
い
た
め
、
九
月
二
十

日
付
で
日
医
連
参
与
を
辞
任
す
る
旨

の
届
出
が
あ
っ
た
」
こ
と
が
報
告
さ

れ
た
。

資料2

日本医師連盟

参議院比例代表選挙候補者選出要領
1、�日本医師連盟は、参議院比例代表選挙における推薦候補者の公募を行う。
2、�日本医師連盟の推薦候補者については、広く会員の中から公募する。
� �ただし、会員以外の者であっても、国政活動面において日本医師会の政策実
現に貢献し得る候補者である場合は、応募することが出来る。

3、�日本医師連盟の推薦枠は、原則として1名とする。
4、�候補者は、日本医師連盟委員長が公募する。
5、�各都道府県医師連盟は、各郡市区医師連盟の意見を反映した上で、候補者を
日本医師連盟に推薦する。
①�応募しようとする者は、所属都道府県医師連盟を含めた複数の都道府県医師連盟
の推薦を要するものとする。
②各都道府県医師連盟の推薦候補者は1名とする。
③�推薦候補者は、「経歴書（含む業績等）」、「政策」、「都道府県医師連盟推薦状」、「本
人承諾書」を、日本医師連盟まで、別途定める時期までに提出するものとする。

6、�推薦候補者は、「常任執行委員会」を経た上で、「執行委員会」にて多数決に
より決定する。

7、�決定された推薦候補者は、日本医師連盟、都道府県医師連盟ならびに郡市区
医師連盟の総意に基づくものであり、各医師連盟は、総力を挙げて推薦候補
者を支援しなければならない。

（附則）平成26年9月9日　改正
以上

アンケート調査結果を説明する釜萢常任執行委員

小渕自民党組織対策本部長が来館し懇談

懇談を終えて（左から茂松茂人副委員長・松本委員長・小渕衆議院議員・釜萢常任執行委員）

資料1

日本医師連盟

国政選挙等の候補者選考基準
1、�衆議院議員選挙候補者
衆議院議員選挙における日本医師連盟の推薦候補者
については、都道府県医師連盟の要請があったもの
に基づき、日本医師連盟が決定する。

2、参議院比例代表選挙候補者
参議院比例代表選挙における日本医師連盟の推薦候
補者については、別に定める「参議院比例代表選挙
候補者選出要領」に基づき、日本医師連盟が決定する。

3、参議院選挙区選挙候補者
参議院選挙区選挙における日本医師連盟の推薦候補
者については、都道府県医師連盟の要請があったも
のに基づき、日本医師連盟が決定する。

4、その他
その他、首長選挙、都道府県並びに市区町村議会議
員選挙における推薦候補者については、原則各都道
府県医師連盟及び各郡市区医師連盟において対応す
るものとする。

（附則）平成26年9月9日　改正
以上

（
１
面
よ
り
）
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松
本
吉
郎
日
本
医
師
連
盟
委
員
長

を
は
じ
め
、
日
本
医
師
連
盟
の
先
生

方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
平
素
よ
り
温

か
い
ご
理
解
と
ご
指
導
を
賜
り
、
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

十
月
三
日
、
臨
時
国
会
が
召
集
さ

れ
ま
し
た
。
今
国
会
で
は
、
物
価
高

騰
な
ど
の
経
済
対
策
を
盛
り
込
ん
だ

令
和
四
年
度
第
二
次
補
正
予
算
案
の

ほ
か
、
今
後
の
感
染
症
危
機
に
備
え

る
た
め
の
感
染
症
法
の
改
正
案
、
衆

議
院
の
小
選
挙
区
を
「
10
増
10
減
」

す
る
た
め
の
公
職
選
挙
法
の
改
正
案

な
ど
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
内
閣

府
大
臣
政
務
官
と
し
て
迎
え
る
初
の

国
会
、
気
を
引
き
締
め
て
審
議
に
臨

み
ま
す
。

物
価
高
騰
対
策
と
し
て
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
の
増
額
に
つ
い
て

物
価
高
騰
に
よ
る
光
熱
水
費
等
の

負
担
が
医
療
・
介
護
・
福
祉

等
の
現
場
に
も
重
く
の
し
か

か
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
、
七
月
二
十
六
日
に
関
係

団
体
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
要

望
に
基
づ
い
て
自
民
党
厚
生

労
働
部
会
で
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
」
の
積
み

増
し
と
確
実
な
支
援
を
政
府

に
要
望
し
、
八
月
十
五
日
に

岸
田
文
雄
内
閣
総
理
大
臣
が

臨
時
交
付
金
の
積
み
増
し
を

表
明
さ
れ
た
こ
と
を
前
回
ご

報
告
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
今
回
は

そ
の
続
報
で
す
。

岸
田
総
理
か
ら
指
示
を
受
け
た
岡

田
直
樹
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
の
も

と
で
大
臣
政
務
官
と
し
て
政
府
内
の

議
論
に
参
画
し
、
公
定
価
格
が
定
め

ら
れ
て
い
る
医
療
・
介

護
・
福
祉
・
保
育
な
ど
の

分
野
へ
の
特
段
の
配
慮
を

は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
に
意

見
を
申
し
上
げ
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
九
月
九
日
、
医
療
機

関
、介
護
施
設
、保
育
所
・

幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園

等
で
の
物
価
高
騰
対
策
に

活
用
で
き
る
臨
時
交
付
金

を
新
た
に
四
千
億
円
積
み

増
し
、
既
定
予
算
の
二
千

億
円
と
合
わ
せ
て
六
千
億

円
と
す
る
こ
と
が
内
閣
官

房
か
ら
示
さ
れ
ま
し
た
。

国
が
地
方
自
治
体
に
示
す
推
奨
事

業
メ
ニ
ュ
ー
は
、「
生
活
者
支
援
」

と
「
事
業
者
支
援
」
の
二
本
立
て
で
、

各
四
つ
合
計
八
つ
の
推
奨
メ
ニ
ュ
ー

の
う
ち
、「
事
業
者
支
援
」
の
最
初

に
「
医
療
・
介
護
・
保
育
施
設
、
公

衆
浴
場
等
に
対
す
る
物
価
高
騰
対
策

支
援
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、「
事
業
者
支
援
」の
三
番
目
に
は
、

「
中
小
企
業
に
対
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

価
格
高
騰
対
策
支
援
」
が
あ
り
、
こ

れ
は
病
院
給
食
の
業
者
や
義
肢
装
具

関
連
企
業
な
ど
医
療
・
介
護
と
密
接

に
関
わ
る
業
界
も
含
ま
れ
ま
す
。

九
月
二
十
日
に
は
各
都
道
府
県
、

市
町
村
分
の
交
付
限
度
額
が
内
閣
府

か
ら
公
表
さ
れ
、
各
自
治
体
に
お
い

て
予
算
化
の
議
論
が
行
わ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

併
せ
て
、医
療
機
関
や
介
護
施
設
、

保
育
園
や
薬
局
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
事
業
な
ど
各
分
野
で
の
活
用
を
呼

 

「
国
民
医
療
の
発
展
に
向
け
て
」

参
議
院
議
員 

自
見
は
な
こ 

活
動
報
告

自
見
先
生
か
ら
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た

び
か
け
る
事
務
連
絡
が
関
係
省
庁
よ

り
自
治
体
宛
に
発
出
さ
れ
て
い
ま

す
。
臨
時
交
付
金
に
関
す
る
解
説
動

画
を
作
成
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
ご

高
覧
く
だ
さ
い
ま
せ
（
事
務
連
絡
等

の
資
料
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
）。

現
場
を
支
え
る
に
は
、
ま
だ
ま
だ

財
政
支
援
が
必
要
だ
と
認
識
し
て
お

り
ま
す
。
引
き
続
き
、
各
自
治
体
の

首
長
や
地
方
議
員
の
皆
さ
ま
と
連
携

し
て
必
要
な
支
援
が
現
場
に
届
く
よ

う
尽
力
し
て
参
り
ま
す
。
全
国
の
医

師
連
盟
の
先
生
方
に
お
か
れ
ま
し
て

も
お
力
添
え
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
の
原
則
義

務
化
に
つ
い
て

本
年
六
月
七
日
の「
骨
太
の
方
針
」

の
閣
議
決
定
を
受
け
て
、
八
月
十
日

開
催
の
中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会

に
お
い
て
、「
医
療
Ｄ
Ｘ
の
基
盤
と

な
る
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
の
導
入

の
原
則
義
務
付
け
」
が
答
申
さ
れ
、

保
険
医
療
機
関
・
保
険
薬
局
に
対
し

二
〇
二
三
年
四
月
か
ら
導
入
が
原
則

と
し
て
義
務
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
療
養
担
当
規
則

等
の
改
正
や
、
補
助
金
の
見
直
し
が

行
わ
れ
、
診
療
所
に
関
し
て
は
上
限

額
ま
で
の
実
費
補
助
と
な
り
、
病
院

に
関
し
て
は
上
限
二
倍
に
額
が
引
き

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。導
入
に
つ
い
て
、

駆
け
込
み
需
要
等
に
よ
る
業
者
の
キ

ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
の
関
係
な
ど
、
思
う

よ
う
に
作
業
が
進
ま
な
い
と
い
っ
た

ケ
ー
ス
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
場

合
、
仮
に
来
年
四
月
ま
で
に
間
に
合

わ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
所
管
の
厚

生
局
が
各
医
療
機
関
の
状
況
に
基
づ

き
、
丁
寧
に
対
応
す
る
旨
が
中
医
協

の
議
論
で
も
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
日
本
医
師
会
か
ら
も
、
現
場
の

状
況
を
き
ち
ん
と
見
た
う
え
で
の
対

応
を
求
め
る
意
見
が
挙
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
私
も
、
現
場
の
皆
さ
ま
と
国

を
つ
な
ぐ
橋
渡
し
役
と
し
て
、
現
場

の
状
況
や
声
を
届
け
て
い
く
所
存
で

す
。

「
こ
ど
も
家
庭
庁
」
設
置
に
向
け

て
の
進
捗

来
年
四
月
の
設
置
が
決
ま
っ
た

「
こ
ど
も
家
庭
庁
」
に
つ
い
て
も
、

担
当
政
務
官
と
し
て
所
管
し
て
お
り

ま
す
。

内
閣
府
で
は
、「
こ
ど
も
政
策
決

定
過
程
に
お
け
る
こ
ど
も
の
意
見
反

映
プ
ロ
セ
ス
の
在
り
方
に
関
す
る
調

査
研
究
」、「
こ
ど
も
の
居
場
所
づ
く

り
に
関
す
る
調
査
研
究
」、「
未
就
園

児
等
の
把
握
、
支
援
の
た
め
の
ア
ウ

ト
リ
ー
チ
の
在
り
方
に
関
す
る
調
査

研
究
」
の
三
つ
の
研
究
事
業
が
八
月

に
立
ち
上
が
り
、
年
度
内
の
取
り
ま

と
め
に
向
け
て
検
討
会
議

を
重
ね
て
お
り
ま
す
。

「
こ
ど
も
政
策
決
定
過

程
に
お
け
る
こ
ど
も
の
意

見
反
映
プ
ロ
セ
ス
の
在
り

方
に
関
す
る
調
査
研
究
」

は
、
政
策
決
定
過
程
に
お

け
る
こ
ど
も
の
意
見
聴

取
・
反
映
等
に
つ
い
て
、

地
方
自
治
体
の
先
進
事
例

や
諸
外
国
の
施
策
の
調
査

研
究
、
モ
デ
ル
事
業
等
を

実
施
し
、
そ
の
結
果
の
分

析
を
行
う
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
こ
ど
も
の
意
見

表
明
機
会
の
確
保
や

こ
ど
も
の
意
見
の
尊

重
を
掲
げ
る
「
こ
ど

も
基
本
法
」
が
「
こ

ど
も
家
庭
庁
設
置

法
」（
内
閣
提
出
法

案
）
と
同
時
に
議
員
立
法
で
成
立
し

た
こ
と
を
受
け
て
の
施
策
で
す
。

「
こ
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
に
関

す
る
調
査
研
究
」
は
、
こ
ど
も
家
庭

庁
の
所
掌
事
務
に
「
地
域
に
お
け
る

こ
ど
も
の
適
切
な
遊
び
及
び
生
活
の

場
の
確
保
」（
こ
ど
も
家
庭
庁
設
置

法
第
四
条
第
一
項
第
五
号
）が
あ
り
、

ま
た
昨
年
十
二
月
に
閣
議
決
定
さ
れ

た
「
こ
ど
も
政
策
の
新
た
な
推
進
体

制
に
関
す
る
基
本
方
針
」
に
お
い
て

も
「
こ
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
に
関

す
る
指
針
（
仮
称
）」
を
策
定
し
て

政
府
全
体
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
た
め
、
こ
ど
も
家

庭
庁
の
も
と
で
行
う
指
針
の
策
定
に

資
す
る
よ
う
、
実
態
把
握
や
論
点
整

理
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

「
未
就
園
児
等
の
把
握
、
支
援
の

た
め
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
の
在
り
方
に

関
す
る
調
査
研
究
」
は
、
乳
幼
児
健

診
未
受
診
で
あ
っ
た
り
、
幼
稚
園
、

保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
等
の
い
ず

れ
の
施
設
に
も
就
園
し
て
い
な
い
こ

ど
も
や
そ
の
家
庭
の
な
か
に
は
、
虐

待
の
防
止
や
健
全
育
成
等
の
観
点
か

ら
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
場
合
が

あ
る
た
め
、
そ
の
把
握
や
支
援
の
あ

り
方
に
つ
い
て
情
報
収
集
や
有
識
者

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
通
じ
て
明
ら
か
に

し
、
各
市
町
村
に
お
け
る
取
り
組
み

を
推
進
・
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

予
算
の
策
定
も
動
き
出
し
ま
し

た
。「
こ
ど
も
家
庭
庁
」初
の
予
算
で

あ
る
二
〇
二
三
年
度
当
初
予
算
の
概

算
要
求
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
厚
生
労

働
省
と
内
閣
府
の
こ
ど
も
施
策
に
加

え
、
地
域
に
お
け
る
い
じ
め
防
止
対

策
の
体
制
構
築
の
推
進
や
こ
ど
も
の

居
場
所
づ
く
り
モ
デ
ル
支
援
事
業
、

未
就
園
児
を
定
期
的
に
預
か
る
モ
デ

ル
事
業
、
こ
ど
も
関
連
業
務
従
事
者

の
性
犯
罪
歴
等
確
認
の
仕
組
み
で
あ

る
日
本
版
Ｄ
Ｂ
Ｓ
の
導
入
検
討
な
ど

が
新
規
事
業
と
し
て
盛
り
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
年
末
に
か
け
て
財
政
当
局

と
の
折
衝
な
ど
が
本
格
化
し
て
参
り

ま
す
が
、
将
来
的
な
こ
ど
も
関
係
予

算
倍
増
に
向
け
て
、
大
き
な
第
一
歩

が
歩
み
出
せ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

10月4日　「医療・介護・保育分野における適正な有料職業
紹介事業者の認定制度」の推進について羽生田俊厚生労
働副大臣にご説明させていただきました

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交
付金に関する自見はなこ解説動画（左、約8分）
および動画で紹介する資料（右）

9月26日　小倉將信内閣府特命担当大臣、太田房江
経済産業副大臣とともにベビーテック企業との 
意見交換

国会開会の日に、国会議事堂前で

9月15日　こどものバス置き去り防止等の安全
対策について小倉將信大臣、和田義明内閣府
副大臣とともに視察し、ニュースにも取り上
げられました
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羽
生
田
先
生
か
ら
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た

厚
生
労
働
副
大
臣

羽
生
田 

た
か
し 

活
動
報
告

参
議
院
議
員

「
医
師
の
責
任
と
使
命
、
そ
し

て
医
の
倫
理
の
重
要
性
」

平
素
よ
り
私
の
政
治
活
動
に
対
し

ご
理
解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
こ
と
に
、
心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

十
月
か
ら
国
会
が
開
会
い
た
し
ま

し
た
。
今
後
委
員
会
議
論
が
進
む
に

つ
れ
て
厚
生
労
働
副
大
臣
と
し
て
の

答
弁
の
機
会
も
増
え
て
く
る
と
思
い

ま
す
。
一
期
一
会
の
精
神
で
丁
寧
な

答
弁
に
努
め
、
少
し
で
も
国
民
生
活

そ
し
て
そ
れ
を
支
え
る
医
療
関
係
者

の
意
に
そ
う
環
境
改
善
に
努
め
て
参

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

今
国
会
に
厚
生
労
働
省
関
連
で
三

本
の
法
案
の
提
出
を
予
定
し
て
お

り
、
う
ち
二
本
は
新
型
コ
ロ
ナ
関
連

で
今
後
起
こ
り
う
る
感
染
症
に
対
応

で
き
る
医
療
と
な
る
よ
う
改
正
を
行

う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

猛
威
を
振
る
い
、
初
め
は
未
知
で
あ

っ
た
こ
と
で
対
応
が
で
き
な
か
っ
た

の
は
、
日
本
で
は
新
興
感
染
症
に
対

す
る
備
え
や
想
定
が
十
分
で
な
か
っ

た
こ
と
が
一
番
の
問
題
で
あ
り
、
対

応
し
得
る
法
整
備
が
な
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。

今
般
の
改
正
趣
旨
は
「
コ
ロ
ナ
感

染
症
へ
の
対
応
を
踏
ま
え
、
国
民
の

生
命
及
び
健
康
に
重
大
な
影
響
を
与

え
る
お
そ
れ
が
あ
る
新
た
な
感
染
症

の
発
生
及
び
ま
ん
延
に
備
え
る
た

め
、
国
又
は
都
道
府
県
及
び
関
係
機

関
の
連
携
協
力
に
よ
る
病
床
、
外
来

医
療
及
び
医
療
人
材
並
び
に
感
染
症

対
策
物
資
の
確
保
の
強
化
、
保
健
所

や
検
査
等
の
体
制
強
化
、
情
報
基
盤

の
整
備
、
機
動
的
な
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
実
施
、
水
際
対
策
の
実
効
性
の
確

保
措
置
を
講
ず
る
」
と
い
う
も
の
で

あ
り
ま
す
。

医
療
従
事
者
が
安
全
に
そ
し
て
安

心
し
て
働
く
環
境
が
な
け
れ
ば
、
ま

さ
に
地
域
医
療
は
継
続
す
る
こ
と
す

ら
困
難
で
あ
る
と
い
う
現
実
が
、
今

般
の
コ
ロ
ナ
対
応
に
よ
っ
て
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。
非
常
時
に
は
国
に

よ
る
医
療
人
材
の
広
域
派
遣
の
仕
組

み
や
、
人
材
の
養
成
・
登
録
な
ど
が

必
要
で
、
自
宅
や
宿
泊
療
養
施
設
へ

の
医
療
や
支
援
の
確
保
も
必
要
で

す
。
そ
し
て
な
に
よ
り
都
道
府
県
が

定
め
る
予
防
計
画
に
そ
っ
て
、
都
道

府
県
と
医
療
機
関
の
間
で
病
床
や
外

来
医
療
の
確
保
等
に
関
す
る
協
定
締

結
を
法
制
化
し
、
地
域
が
一
体
と
な

っ
て
感
染
症
対
応
に
取
り
組
む
仕
組

み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

は
費
用
の
仕
組
み
が
で
き
て
い
な
か

っ
た
た
め
、
損
失
補
填
の
申
請
か
ら

支
給
ま
で
に
時
間
を
要
す
る
な
ど
の

問
題
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
般
の

改
正
で
は
初
動
対
応
を
行
う
医
療
機

関
へ
流
行
前
と
同
水
準
の
医
療
を
確

保
す
る
た
め
、
費
用
や
補
填
な
ど
の

措
置
を
可
能
と
す
る
仕
組
み
等
も
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

今
後
委
員
会
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま

な
角
度
か
ら
の
ご
意
見
を
賜
り
、
し

っ
か
り
と
地
域
医
療
に
資
す
る
法
案

と
向
か
い
合
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
古
い
考
え
だ
と
い
わ
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
医
療
を
担
い
、
医

師
と
し
て
地
域
を
支
え
る
以
上
、
目

の
前
の
患
者
を
救
い
、
支
え
る
こ
と

が
使
命
で
あ
り
責
任
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
が
ま
さ
に
医
師
で
あ
る
こ
と
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。

医
師
で
あ
る
こ
と
は
、
あ
く
ま
で

「
労
働
」
と
い
う
一
般
的
な
観
点
で

言
い
表
す
こ
と
が
難
し
い
と
感
じ
て

お
り
、
医
師
が
本
当
に
主
治
医
と
い

う
制
度
な
く
交
替
制
で
医
療
を
提
供

す
る
こ
と
が
可
能
か
、
診
療
時
間
外

は
患
者
を
受
け
ず
救
急
病
院
等
の
対

応
だ
け
に
な
っ
て
よ
い
か
な
ど
、
医

療
を
受
け
る
国
民
の
合
意
や
意
識
改

革
が
な
い
な
か
で
、
時
間
制
限
だ
け

に
よ
る
改
革
と
な
る
こ
と
が
可
能
な

の
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
ら
は
熟
慮
し

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
大
き
な
議
論
が

必
要
と
考
え
ま
す
。

一
方
で
現
職
の
厚
生
労
働
副
大
臣

と
し
て
は
、
法
律
で
規
定
さ
れ
て
い

る
令
和
六
年
四
月
一
日
施
行
を
目
指

し
た
制
度
構
築
を
担
っ
て
お
り
、
円

滑
な
ス
タ
ー
ト
が
で
き
る
よ
う
万
全

に
努
め
て
ゆ
く
こ
と
が
目
下
の
目
標

で
あ
り
、
推
進
す
る
立
場
で
あ
り
ま

す
。

と
な
る
よ
う
真
摯
に
努
め
て
参
る
所

存
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
引
き
続
き
検
討
が
な
さ
れ

て
お
り
ま
す「
医
師
の
働
き
方
改
革
」

に
お
い
て
も
、
全
国
か
ら
さ
ま
ざ
ま

な
ご
意
見
や
ご
心
配
の
お
声
を
頂
戴

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、

日
本
医
師
会
も
当
初
よ
り
「
地
域
医

療
の
継
続
性
」
と
「
医
師
の
健
康
確

保
」
の
両
立
を
掲
げ
て
お
り
、
こ
れ

が
両
立
し
な
い
改
革
で
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
現
実
と
し
て
献
身
的
な

医
療
者
の
懸
命
な
努
力
に
よ
っ
て
こ

れ
ま
で
地
域
医
療
が
ギ
リ
ギ
リ
の
状

態
で
守
ら
れ
て
き
た
こ
と
も
事
実
と

し
て
受
け
止
め
る
べ
き
で
あ
り
、
こ

の
使
命
と
責
任
そ
し
て
向
上
心
を
含

め
、
医
師
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
下

げ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
そ
の
う
え
で
医
師
の
健
康

確
保
、
ひ
い
て
は
そ
れ
が
医
療
安
全

と
直
結
す
る
と
い
う
改
革
、
医
師
も

人
で
あ
り
、
健
や
か
な
生
活
が
送
れ

る
こ
と
を
理
想
と
す
る
働
き
方
の
実

現
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

は
副
大
臣
と
し
て
で
は
な
く
個
人
と

し
て
、
一
人
の
医
師
と
し
て
の
意
見

で
あ
る
と
前
置
き
し
た
う
え
で
の
発

言
で
あ
り
ま
す
が
、
医
師
が
「
労
働

者
」
で
あ
る
と
い
う
法
律
上
の
建
て

付
け
は
十
分
理
解
し
た
う
え
で
、「
労

働
者
」
と
い
う
認
識
だ
け
で
は
医
師

は
地
域
医
療
も
医
療
現
場
も
守
れ

ず
、
や
は
り
「
医
の
倫
理
」
の
も
と
、

使
命
や
責
任
を
背
負
い
な
が
ら
医
療

副大臣へ日医要望を手交
内閣府大臣政務官・厚生労働副大臣就任

の記念撮影横倉義武日本医師会名誉会長と副大臣室にて

松本会長・星北斗先生と
田村憲久先生・松本吉郎日本医師会長と

の意見交換

全国有床診療所連絡協議会の先生方と

東北医師会連合会

北海道医師会役員との意見交換

つばさ号にて山形へ

沖縄県医師会役員と意見交換

中国四国医師会連合会

九州医師会連合会

ぜ
ひ
、
医
療
現
場
の
皆
さ
ま
方
の

お
声
を
い
た
だ
き
、
現
場
の
意
向
に

そ
っ
た
地
域
医
療
を
守
る
こ
と
の
で

き
る
制
度
と
し
て
つ
く
り
上
げ
て
い

け
る
よ
う
努
力
し
て
参
り
ま
す
。


